








要約

昨年度までの研究により妊産婦死亡・ニアミス例を起こす原因の全体的な調査が終了した

ので本年度はそれらに対するより具体的な対策をたてるため疾患を個別化し検討すること

にした。妊産婦死亡を引き起こす頻度の高い産科疾患として妊娠中毒症、羊水塞栓症が挙

げられる。ことに羊水塞栓症と妊娠中毒症の特殊形である HELLP 症候群、子癇は妊娠・分

娩・産褥期に突然発症し原因不明の疾患として問題になっている。医原性の疾患による妊

産婦死亡が減少しつつある現在これら3疾患の妊産婦死亡・ニアミスに占める意義は極め

て高いと考えられる。研究協力施設における過去 2年間の上記 3疾患による妊産婦死亡・

ニアミス例の後方視的研究を行った。その結果以下のことが明かになった。

1)3 疾患の妊産婦死亡・ニアミス例に占める頻度は約 50%であった。

2)調査施設の全分娩数に対るる HELLP症候群の発生率は約 0.06%である。

3)調査施設の全分娩数に対する子癇の発生率は約 O.15%である。

4)調査施設の全分娩数に対する羊水塞栓症の発生率は約 0.025%である。

5)妊産婦死亡は 2例(0.025%)、早期新生児死亡も 2例(0.025%)であった。

6)羊水塞栓症は他疾患に比しより重篤になる傾向にあった。

7)HELLP 症候群、子癇に高頻度に血管攣縮を認め、これが予後不良の一因であることが考

えられた。

以上より羊水塞栓症、HELLP 症候群、子癇の 3 疾患は妊産婦死亡・ニアミス例において重

要な役割をしていると考えられた。


